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平成３０年度各部の重点課題の取組結果

部(局) 政策推進部

部(局)長 市川　信行

重点課題
平成３０年度
達成状況

総合政策監 山口　智弘（行財政健全化担当）

危機管理監 渡邉　耕次（危機管理担当）

　政策推進部では、市の政策をまとめ、実行するための施策についての企画・調整をはじめ、市
民からの情報を受け止め、市民への情報発信を行うなど、市民との情報交流、市を動かすため
の職員に関する人事管理等を行っています。
　また、防災体制の充実強化に向け、地域防災計画推進事業における各種行動計画の策定をは
じめ、各指定避難所における備蓄等の整備を図ってまいります。
　地域防災力の向上において「自助・共助」の意識を育むとともに、地域の自主防災組織の支援
等を行ってまいります。
　また、消防団による災害対応技術の向上に努めるとともに、柏原羽曳野藤井寺消防組合と連携
を密にし、災害時等における救助や警戒避難体制の確保に向けて強化を図ってまいります。

D：未達成（目標達成に向け取り組んだものの、目標達成にはいたらなかった。50%未満）

E：未実施（事業の取りやめなどにより評価不能又は困難。0%）

【達成度について】
A：達成（設定した目標を達成することができた。100%）
B：概ね達成（概ね目標どおり達成することができた。70%以上100%未満）
C：一部達成（目標の一部を達成できた。50%以上70%未満）

要配慮者避難支援体制の確保 C

水防体制の強化 C

行政サービスの効率化及び市民サービス向上に向けた取組の推進 A

人口減少・定住化促進に関する取組の推進 C

徹底した情報公開による市政の透明化と、「広報かしわら」の充実によ
り地元に誇りが持てるような市民意識の醸成 B

優秀な人材の確保に関する取組の推進 A

B職員の法令遵守に対する意識強化



柏原市版「総合窓口課」の新庁
舎におけるレイアウトと業務内
容を確立します。

↓ ↓
達成目標 達成状況 達成度

総合窓口化に向け、導入事例の検証や新庁舎供用開始に向けた検討を行うことで、行政サービス
の効率化と市民サービス向上という課題解決に向けた取組を進めることができました。
今後は、今年度の実績をもとに総合窓口導入支援業務を実施し、行政サービスの効率化と市民
サービス向上の実現に向けて取り組んでまいります。

総合評価・総括

達成

→
寝屋川市、香芝市へヒアリングを行い、偽装請負対
策について研究しました。さらに、守口市、箕面
市、大東市、池田市などの先進市を視察し、窓口や
執務室のレイアウトについて研究しました。

新庁舎のレイアウトを踏まえた
総合窓口業務のあり方を検討し
ます。 →

庁内の窓口担当課から成る総合窓口検討会及び分科
会を立ち上げ、注意点や課題を整理し、委託範囲に
ついて検討しました。また、先進市の視察結果をも
とに、提示された新庁舎での総合窓口課の面積を検
証しました。

→
新庁舎における面積や大まかなレイアウ
トは決定しました。今後、業務を棚卸
し、委託範囲など詳細を決定するため、
次年度において総合窓口導入支援業務を
実施します。

A

達成

部(局)名 政策推進部

重点課題 1
行政サービスの効率化及び市民サービス向上に向けた
取組の推進

活動目標 具体的な取組実績

先行して実施している自治体の
事例を研究します。

全体の達成度

A
目指すべき方向

（中期的な目標）
窓口業務の総合窓口化と、民間へのアウトソーシングの導入
に向けた検討を進めます。



部(局)名 政策推進部

重点課題 2 人口減少・定住化促進に関する取組の推進
全体の達成度

C目指すべき方向

（中期的な目標）

減少傾向にある人口に歯止めをかけるとともに、地域資源の
再発見や創出を行い、魅力ある情報を広く市外の方々にも発
信することにより、観光などを入口とした流動人口や定住者
の増加に繋げていきます。 一部達成

活動目標 具体的な取組実績

『柏原市から転出する人』の背
景にあるものを調査・分析し、
有効な施策を検討します。 →

市民の転出入に直結するところでもある市内の不動
産事業者に調査協力していただき、その結果をもと
に分析を行いました。有効な施策の検討は、今後の
課題となりました。

地域資源の見直し等による市の
『強み』を分析し、有効な施策
を検討します。 →

地域資源である山や川の自然を強みと捉え、自然を
活かした施策を検討しました。そのような中で、地
域資源の活用につながるものとして、カヌー教室の
開催や自転車に焦点を当てた施策の検討を行いまし
た。

↓ ↓
達成目標 達成状況 達成度

人口減少に歯止めをかけられる
ような施策を立案します。 →

人口減少の大きな要因の1つである転出
増の現状把握及び分析は行いましたが、
具体的な施策の立案は行うことができま
せんでした。

D

未達成

人口減少に歯止めをかけるという大きな課題を解決するため、現状把握と分析を行い、何をやっ
ていくべきか方向性は見えてきたものの、具体的な施策を立案するまでは至らなかったため、今
後は施策の立案とその実施に向けて取り組んでまいります。

『強み』を活かした市の『ブラ
ンディング』の方向性を確立し
ます。 →

強みの把握と、それを活かしたブラン
ディングについて、庁内職員による提案
や公民連携という手法を用いて取り組む
という方向性が位置付けられました。

C

一部達成

総合評価・総括



活動目標 具体的な取組実績

まちの魅力発信につながる庁内
事業への積極的関与と連携強化

全体の達成度

B
目指すべき方向

（中期的な目標）

全市民がまちのセールスマンと化し、柏原市の魅力が内外に
拡散されるというシティプロモーションの考え方を取り入れ
た広報戦略を推進します。

概ね達成

部(局)名 政策推進部

重点課題 3
徹底した情報公開による市政の透明化と、「広報かしわ
ら」の充実により地元に誇りが持てるような市民意識の醸
成

→
自転車の聖地かしわらの実現に向け、他部署が実施
するサイクルツアー等の事業に参画するほか、公用
自転車推進に係る提案を行うなど、市の魅力創出に
向け他部署との連携強化を推進しました。

庁内既存事業の進展による市民
満足度のアップ → 庁内の各種事業について、広報誌やＳＮ

Ｓを通じ、効果的な広報に努めました。

B

概ね達成

↓ ↓
達成目標 達成状況 達成度

新たな広報媒体導入への取組の
推進 →

定住促進や市の魅力をＰＲするための冊子、また、
公式ノベルティグッズ作製を新年度に行うため、取
り組み準備を行いました。

　広報かしわらの充実については、市政モニターへのアンケート結果からも一定高評価を得てい
ることから、市民の市への愛着や誇りの意識醸成に寄与したと考えます。また、その際の民意を
反映させるべく、広報かしわらのリニューアルにも着手することとし、更なる充実を目指すこと
としました。
　なお、ＳＮＳによる情報発信についても、フォロワー数増加に向け、講習会の開催を行うな
ど、更なる効果の獲得と適時適切な情報発信を行うことが出来ました。

情報発信機会の創出により、ま
ちの魅力の浸透が図られます。 →

インスタグラム導入後1年で約500人の
フォロワーを得、各々からまちの魅力が
発信されました。

B

概ね達成

総合評価・総括



学校主催の合同説明会への参加
や学内での単独就職説明会の開
催を実現し、採用試験の受験応
募者数の増加を目指します。

↓ ↓
達成目標 達成状況 達成度

学校主催の合同説明会への参加や学内での単独就職説明会の開催に加え、職場見学会を実施する
ことができたことにより、採用試験受験者数を大幅に増やすことができました。今後も優秀な人
材を確保できるよう、就職説明会や職場見学会等を開催していきます。

総合評価・総括

達成

→
大学での説明会を合同で２回、個別で１回開催しま
した。
職場見学会を１回開催しました。

→
事務職上級の受験者数が、平成２９年度
４８名から、平成３０年度１０１名に増
加しました。

A

達成

部(局)名 政策推進部

重点課題 4 優秀な人材の確保に関する取組の推進

活動目標 具体的な取組実績

本市を就職先として希望しても
らうために、本市で働くことの
やりがいと魅力を多くの学生に
伝えることができるよう、近隣
大学等に対する積極的な働きか
けを行います。

全体の達成度

A目指すべき方向

（中期的な目標）

民間企業との採用競合が激しさを増している中、さまざまな
行政課題を積極的な取り組みで解決していくことができる優
秀な人材の確保に向けた取り組みを進めます。



法令遵守に対する意識強化を図
ります。

↓ ↓
達成目標 達成状況 達成度

研修実施以降職員の懲戒処分は発生していませんが、今後も職員不祥事が発生の防止に向けて法
令遵守に対する意識強化に係る取組を行う必要があると考えています。

職員不祥事の発生を防ぎます。 → コンプライアンス研修の実施以降、懲戒
処分を行うことはありませんでした。

B

概ね達成

総合評価・総括

概ね達成

→ 全職員を対象としたコンプライアンス研修を７月に
実施しました。

全職員が信頼回復に向けて取り
組みます。 → 「柏原市職員のコンプライアンスの推進に関する指

針」を３月に策定し、全職員に周知しました。

→ 研修の実施や指針の策定、周知により、
法令遵守の意識強化を図りました。

B

概ね達成

部(局)名 政策推進部

重点課題 5 職員の法令遵守に対する意識強化

活動目標 具体的な取組実績

全職員を対象としたコンプライ
アンス研修を実施します。

全体の達成度

B
目指すべき方向

（中期的な目標）

不祥事の発生によって、これまで築いてきた市民の職員への
信頼を失墜させてしまったことに対し、職員個々が改めて全
体の奉仕者であることを自覚するとともに、法令遵守に対す
る意識強化を図り、市民からの信頼回復に向けて取り組みま
す。



部(局)名 政策推進部

重点課題 6 要配慮者避難支援体制の確保
全体の達成度

C目指すべき方向

（中期的な目標）

災害が発生した、又は災害が発生する恐れがある場合に、自
ら避難することが困難にあり、特に支援を必要とする方が円
滑に避難できるような、避難の支援体制を整備します。

一部達成

活動目標 具体的な取組実績

避難支援等において、必要な情
報を提供できる関係者団体との
調整を図ります。 → 柏原羽曳野藤井寺消防組合及び柏原警察署、消防

団、自主防災組織等と調整協議を実施しました。

↓ ↓
達成目標 達成状況 達成度

必要な限度で、避難支援等関係
者に名簿提供を行います。 →

柏原羽曳野藤井寺消防組合と取扱いにつ
いて覚書の締結を行いました。柏原警察
署につきましては、災害事象時に情報提
供することで同意いたしました。

C

一部達成

他の避難支援等関係団体には、情報提供を受けることで重責に感じる団体もあることから、今後
も話し合い等を進めていき理解を深めてまいります。

総合評価・総括



部(局)名 政策推進部

重点課題 7 水防体制の強化
全体の達成度

C目指すべき方向

（中期的な目標）
災害発生時において迅速な災害対応が行えるよう、災害・水
害対応技術の向上を図ります。

一部達成

活動目標 具体的な取組実績

技術の向上を図るため、講習会
や災害対応訓練に取り組みま
す。 → 消防団災害対応訓練及び地域自主防災訓練において

実施します。

↓ ↓
達成目標 達成状況 達成度

技術の向上により、迅速な災
害・水害対応が可能となりま
す。 →

消防団災害対応訓練に、大和川右岸水防
事務組合水防団による水防工法訓練を実
施し、堅下北地区自主防災訓練において
は、水防工法訓練を実施しました。

C

一部達成

消防団災害対応訓練における水防工法訓練は達成できましたが、地域自主防災訓練においては地
区の自主的な訓練を進めていることから水防に特化した訓練は難しいものがありますが、今後は
水防の必要性を促し訓練実施に取り組んでまいります。

総合評価・総括


